
摂南大学大学院理工学研究科博士前期課程  

（生産開発工学専攻）  

２０２６年度一般入学試験 (第２回 )試験問題

＜生産工学系＞

生産工学－１  

  問題番号  １ 受験番号

【1】 製造システムの設計問題について，下記の問いに答えよ。 

(1) 24 時間で生産量 1800 個を達成する製造ラインを実現する場合，サイクルタイム𝐶はいくらか。分単位で算

出せよ。（15点) 

(2) 製品一つあたりに必要な総作業時間𝑇が 7 分の場合，最小限必要な作業工程数𝑁 = 𝑁minを求めよ。（15点)

(3) この製造ラインの𝑁min工程における編成効率に対して，工程数を増やして 𝑁min + 2 とした場合の編成効率

と効率劣化の度合いを求めよ。※ 編成効率 𝜂 = 𝑇/(𝑁𝐶) は小数点第 3 位まで。（8点＋7点＝15点)

(4) 5 台の NC 工作機械𝑀1, 𝑀2, … , 𝑀5からなるパーツ製造ラインにおいて，段取替えを含む各工程での作業時間

を𝑀1から順に，13, 12, 11, 14, 12 時間とする。工程間搬送時間を無視するとして，このラインでのサイクル

タイム𝐶と，製造リードタイム𝐿，さらには総作業時間を変えることなく工程間の作業負荷の平滑化を図った

場合の改善サイクルタイム𝐶𝑏𝑒𝑠𝑡を求めよ。（10点＋10点＋5点＝25点) 

【2】 枠内にある生産システム関連の用語のおのおのについて，最も適切な説明文を(a)〜(j)から一つ選び，選ん

だアルファベットを右隣の二重枠の空欄に記入しなさい。(各 3点×10＝30点) 

Digital(Virtual) Factory h Cell Production System (セル生産) a 

Concurrent Engineering f Computer Aided Engineering i 

Material Handling j Computer Aided Planning b 

Flexible Manufacturing System (FMS) c Factory Automation d 

Transfer Line (TL) e Flexible Manufacturing Cell (FMC) g 

(a) 組立ラインにおいて，コンベアを除去することにより作業者間の仕掛品をなくし，1 名から数名の作業者が製

品を組み立てる生産方式。

(b) 生産関連データの収集や加工を通して，製造業の経営計画と管理業務を支援する情報システムであり，主に生

産能力計画や生産スケジューリングといった意思決定の支援に用いられる。

(c) 中品種中量生産に適した生産システムであり，一般に複数台の NC 工作機械，無人搬送台車と自動倉庫で構成

される。

(d) 産業用ロボットを積極的に利用して，作業効率向上，安全性確保，人的作業ミスの低減を図る。

(e) 数台から十数台の直列専用工作機械と工作物の搬送装置からなる，少品種多量生産に対応する生産システム。 

(f) 設計と生産準備を同時並行的に進めることによって，本格生産に入るまでの時間短縮を図る生産方法。

(g) 一台から高々数台のコンピュータ NC を搭載したマシニングセンターと自動搬送装置，自動工具交換装置から

なる多品種少量生産を実現する生産システム。

(h) コンピュータ上に生産設備や人間を仮想的に構築し，現実に近い精緻なシミュレーションを行い，工場や生産

システムの事前評価を行うことができるシステム。

(i) 物理・数理モデルやシミュレーションを用いて，製品の開発設計において解析業務を支援する情報システム。 

(j) 工場や物流拠点内の材料，仕掛品さらには最終製品の場所的移動にかかわる取り扱いや装置の総称。

𝐶 =
24×60

1800
= 0.8  分

𝑁min = ⌈
𝑇

𝐶
⌉ = ⌈

7

0.8
⌉ = ⌈8.75⌉ = 9 

部分点

・式を書いている  →  1 0点

𝜂⬚ =
7

(11+2)×0.8
= 𝟎. 𝟕𝟗𝟓 ( 8点 )  

𝜂min =
7

9×0.8
= 0.972 なので，劣化の度合いは (0.972 − 0.795)/0.972 = 0.182 →  1 8 .2 % ( 7点 )  

𝐶 = 14 時 間（ 10点 ） 𝐿 = 14 × 5 = 70 時 間 （ 10点 ）

𝐶𝑏𝑒𝑠𝑡 = 13 時 間（ 5点 ）  

79 .5%などのパーセンタイル表記は4点



𝐶(𝑠) = 𝐾， 𝑃(𝑠) =
2

𝑠2 + 4𝑠 − 8
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＜生産工学系＞  

生産工学－２  

 

  問題番号  

 

 ２  

 

  受験番号  

 

計 算 問 題 に つ い て は ， 計 算 の 途 中 式 を 必 ず 書 く こ と ．  

問 1 伝 達 関 数 が        の 1次 遅 れ 要 素 と な る シ ス テ ム が あ る ． 以 下 の 問 い に 答 え よ ．  
 

(ⅰ ) こ の １ 次 遅 れ要 素 の 時 定 数 𝑇を 答 え よ ．  

𝐺(𝑠) =

5
2

5𝑠 + 1
 より 𝑇 = 5 

(ⅱ ) 単 位 イ ン パ ルス 応 答 𝑔(𝑡)を 求 め よ ．  

𝑔(𝑡) = ℒ−1[𝐺(𝑠)] = ℒ−1 [

1
2

𝑠 +
1
5

] =
1

2
𝑒−

1
5

𝑡 

(ⅲ ) 高 さ 2の ス テ ッ プ 信 号 に 対 す る 応 答 𝑦(𝑡)を 求 め よ ．  

𝑦(𝑡) = ℒ−1 [𝐺(𝑠)
2

𝑠
] = ℒ−1 [

5

𝑠
+

−5

𝑠 +
1
5

] = 5 (1 − 𝑒−
1
5

𝑡) 

(ⅳ ) 𝐺(𝑠)の 周 波 数 応 答関 数 𝐺(𝑗𝜔)を 求 め よ ．  

𝑠 = 𝑗𝜔とし て ， 𝐺(𝑗𝜔) =
5

10𝑗𝜔 + 2
 

(ⅴ ) 振 幅 3， 角 周 波数 0.5 rad/sの 正 弦 波 信 号 を 入 力 し た と き ， 定 常 状 態 で の 出 力 信 号 の 振 幅 𝐴を 求 め よ ．  

𝐴 = 3|𝐺(𝑗0.5)| = 3 |
√52

√(10 × 0.5)2 + 22
| =

15

√29
 

問 2 右 図 の ブ ロ ッ ク 線 図 で 表 さ れ る フ ィ ー ド バ ッ ク 制 御 系 が あ る ．  

こ こ で ，                        と す る ． 以 下 の 問 い に 答 え よ ．  

 

(ⅰ ) フ ィ ー ド バ ック 制 御 系 の 構 成 要 素 と し て ， 一 般 に 図 中   

𝑟(𝑡)， 𝑒(𝑡)， 𝑢(𝑡)， 𝑦(𝑡)， 𝐶(𝑠)は そ れ ぞ れ 何 と 呼 ば れ る か ．  

語 群 （ あ ） ～ (こ )の 中 か ら 選 ん で 解 答 欄 に 記 入 せ よ ．  

 〔 語 群 〕  (あ ) プ ラ ン ト  （ い ） 制 御偏 差  （ う ） 位 相   （え ） 制 御 量   （ お ） セ ン サ  

（ か ） 制 御 対 象  （き ） 操 作 量    （ く ）外 乱   （ け ） 目 標 値  （ こ ） 制 御 器  

 

 〔 解 答 欄 〕  𝑟(𝑡)：           𝑒(𝑡)：        𝑢(𝑡)：        𝑦(𝑡)：        𝐶(𝑠)：        

(ⅱ ) 𝑃(𝑠)は 安 定 か 不 安定 か ． そ の 理 由 と と も に 答 え よ ．  

𝑠2 + 4𝑠 − 8 = 0を解 い て 𝑠 = −2 ± 2√3より ， − 2 + 2√3 > 0で 𝑃(𝑠)の極 に 実 部 が 正 の も のが あ る た め ， 不 安 定 で あ る ．  

(ⅲ ) こ の 系 の 閉 ルー プ 伝 達 関 数 𝐺(𝑠)を 求 め よ ．   

𝐺(𝑠) =
𝐶(𝑠)𝑃(𝑠)

1 + 𝐶(𝑠)𝑃(𝑠)
=

2𝐾
𝑠2 + 4𝑠 − 8

1 +
2𝐾

𝑠2 + 4𝑠 − 8

=
2𝐾

𝑠2 + 4𝑠 + 2𝐾 − 8
 

(ⅳ ) こ の 系 が 安 定に な る た め の 𝐾の 値 の 範 囲 を 求 め よ ．  

𝐺(𝑠)の極は 𝑠2 + 4𝑠 + 2𝐾 − 8 = 0を解 い て − 2 ± √12 − 2𝐾となる ． 極 の 実 部 が す べ て 負 に な る 𝐾の 範 囲 を 求

め る と ， 12 − 2𝐾 ≥ 0のと き 12 − 2𝐾 < 4であ る か ， 12 − 2𝐾 < 0であ れ ば 良 い ． よ っ て 4 < 𝐾と な る ．  

 

𝑓(𝑡) 𝐹(𝑠) 

1 
1

𝑠
 

𝑒−𝑎𝑡 
1

𝑠 + 𝑎
  

𝐺(𝑠) =
5

10𝑠 + 2
 

ラ プ ラ ス 変 換 表  

(け ) 

 

(い ) 

 

(き ) 

 

(え ) 

 

(こ ) 
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【 問 １ 】 質 量 が mの お も り と ， ば ね 定 数 が kの ば ね か ら な る 振 動 系 を ， 周 期 的 な 外 力  𝑓 sin 𝜔𝑡 で 加 振

す る ． 系 に は 抵 抗 力 は 作 用 し な い も の と し て 以 下 の 問 い に 答 え よ ．  

(1) 加 振 の 周 期 T  は 𝜔 を 用 い て ど の よ う に 表 さ れ る か ．  

(2) 加 振 の 角 振 動 数 の 値 を 0か ら 徐 々 に上 げ て い く と ， 「 あ る 値 」 に 近 づ い た と き に ， お も り の 運 動

の 振 幅 が 急 激 に 増 大 し た ． こ の 現 象 を 何 と い う か ．  

(3) (2)の 「 あ る 値」 は い く ら か ． mと kを 用 い て 表 せ ．  

 

 

【 問 ２ 】 下 図 の よ う に ， 2つ の お も り （共 に 質 量 を mと す る ） が ， ば ね 定 数 kと k 'の ば ね で つ な が れ

て ， 連 成 振 動 を し て い る ． 両 端 の ば ね の 端 は 壁 に 固 定 さ れ て い る 。 静 止 平 衡 位 置 か ら の ， 左 側

の お も り の 変 位 を 𝑥1(𝑡)， 右 側 の お も り の 変 位 を 𝑥2(𝑡)と す る ．  

 

 

(1) 左 側 の お も り （ 𝑥1 ） に つ い て の 運 動 方 程 式 を 書 け ．  

(2) 右 側 の お も り （ 𝑥2 ） に つ い て の 運 動 方 程 式 を 書 け ．  

(3) (1)と (2)の 連 立 方 程 式 を ， ベ ク ト ル 𝑥⃗ =  (𝑥1
𝑥2

) を 用 い て  

M 
𝑑2𝑥⃗

𝑑𝑡2
+ K 𝑥⃗ = 0⃗⃗ 

と 書 く と き ， 行 列 Mと Kを 求 め よ ． （ 行 列 Mの 成 分 は mに よ っ て ， 行 列 Kの 成 分 は  kと k '  に よ っ

て 表 さ れ ， そ れ ぞ れ ， 質 量 行 列 ， 剛 性 行 列 と 呼 ば れ る ． ）  

(4) (3)の 解 を  

𝑥⃗ =  ( 
𝑎1 cos(𝜔𝑡 + 𝜙)

𝑎2 cos(𝜔𝑡 + 𝜙)
 ) 

と お い て 固 有 振 動 数 を 求 め よ ．  

(5) 𝑎1と 𝑎2の 比 （ 振 幅 の 比 ） を 求 め ， 固 有 振 動 に つ い て 説 明 せ よ ．  

  



 

【解答欄】  

問  

１  
(1) T  = 

2𝜋

𝜔
 (2) 共振  (3) √

𝑘

𝑚
 

 

問  

２  

(1) 𝑚 
𝑑2𝑥1

𝑑𝑡2
 =  −𝑘𝑥1 + 𝑘′(𝑥2 − 𝑥1) 

(2) 𝑚 
𝑑2𝑥2

𝑑𝑡2
 =  −𝑘′(𝑥2 − 𝑥1) − 𝑘𝑥2 

(3) 

M = (
𝑚 0
0 𝑚

) 

K = (
𝑘 + 𝑘′ −𝑘′

−𝑘′ 𝑘 + 𝑘′
) 

(4) √
𝑘

𝑚
 ,   √

𝑘+2𝑘′

𝑚
 

(5) 

(4)の解が満足するべき方程式は， (3)より  

[(−𝜔2)𝑀 + 𝐾] 𝑥⃗ =  0⃗⃗ ．  

これに (4)の解を代入して整理すると  

𝑎1

𝑎2
= ±1 ．  

𝜔 = √
𝑘

𝑚
 のとき  

𝑎1

𝑎2
= +1であり，同位相の振動，  

𝜔 = √
𝑘+2𝑘′

𝑚
 のとき  

𝑎1

𝑎2
= −1であり，逆位相の振動をする．  

√
𝑘

𝑚
< √

𝑘+2𝑘′

𝑚
 なので，同位相はゆっくりとした振動であり，逆位相

は速い振動である．  
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【 問 １ 】 粘 性 の 無 い 非 圧 縮 性 の 流 体 が 円 柱 を 過 ぎ る と き に ， 円 柱 が 流 体 か ら 受 け る 抵 抗 に つ い て ，

次 の よ う に 考 え て み る ． (a)か ら (i)の 括 弧 に 入 る 適 切 な 式 も し く は 言 葉 を 記 せ （ ※ 空 欄 (a), (b), 

(c), (f） は 数 式 ，そ れ 以 外 は 言 葉 で あ る ） ．  

図 の よ う に ， 粘 性 の 無 い 非 圧 縮 性 の 流 体 が 速 度 𝑈0で 半 径 𝑎の

円 柱 を 過 ぎ る 流 れ に つ い て 考 え よ う ． そ の と き ， 円 柱 表 面 上

の 任 意 の 点 Pに お ける 速 度 の 大 き さ 𝑢𝜃は ， 理 論 的 に  

 

              𝑢𝜃 = 2𝑈0 sin 𝜃    (1-1) 
 

で 与 え ら れ る ． こ こ で ， 𝜃は 図 の よ う に 円 柱 の 前 方 か ら は か っ

た 点 Pの 角 度 で あ る． し た が っ て ， 円 柱 の 側 方 点 Bで は

𝑢𝜃 =[   (a)   ]と な るこ と が 分 か る ．  

 い ま ， 無 限 遠 方 で の 一 様 流 れ の 圧 力 を 𝑝0と し ， 点 Pで の 速 度

を 𝑢𝜃， 圧 力 を 𝑝と す れ ば ， 無 限 遠 方 と 点 Pでの ベ ル ヌ ー イ の 式 よ り ， 次 の 関 係 が 得 ら れ る ．  

𝑈0
2

2
+

𝑝0

𝜌
= [      (b)      ]      (1-2) 

式 (1-1)を 用 い て 式 (1-2)を 整 理 す る と ，  

𝑝−𝑝0
1

2
𝜌𝑈0

2
= 1 −

𝑢𝜃
2

𝑈0
2 = [       (c)       ]     (1-3) 

と な り ， 圧 力 分 布 は 円 柱 の 前 後 で 対 称 と な る こ と が 分 か る ． し か し 実 際 に は ， 粘 性 の 影 響 に よ り ，

流 体 は 物 体 の 表 面 か ら [  (d)   ]し ， そ の 後 方 で は 圧 力 の 低 い 領 域 が 形 成 さ れ る ． こ の 前 方 の 圧 力

と 後 方 の 圧 力 の 差 が ， 物 体 が 流 体 か ら 受 け る [  (e)   ]抵 抗 で あ る ．  

 円 柱 が 流 体 か ら 受 け る 圧 力 抵 抗 𝐷𝑝は ， 円 柱 表 面 上 の 微 小 な 線 素 の 長 さ が ds = 𝑎dθで あ る こ と に 注 意

し ， 式 (1-3)の 圧 力 𝑝の流 れ 方 向 成 分 （ 𝑝 cos 𝜃） を 円 柱 表 面 上 で 一 周 積 分 し て ，  

 

𝐷𝑝 = ∫ 𝑝 cos 𝜃
2𝜋

0
𝑎d𝜃 = ∫ [        (f)         ] 𝑎 cos 𝜃 d𝜃

2𝜋

0
  (1-4) 

 

と な る ． 式 (1-4)の積 分 を 計 算 す る と ， 結 局 ， 圧 力 抵 抗 D pは [  (g)   ]と な る ． こ の よ う に ， （ 粘 性

の 無 い ） 完 全 流 体 の 一 様 な 流 れ の 中 に あ る 円 柱 は 抵 抗 を 受 け な い こ と に な る ． こ の 現 象 は 実 際 と 矛

盾 す る の で ， [  (h)   ]の パ ラ ド ッ ク スと い わ れ て い る ． こ の 矛 盾 は ， 流 体 が 持 つ [  (i)   ]の 影

響 （ す べ り な し の 境 界 条 件 ） を 考 慮 す る こ と で 解 決 さ れ る ．  

【 解 答 欄 】  

(a) (b) (c) (d) (e) 

2𝑈0 
𝑢𝜃

2

2
+

𝑝

𝜌
 1 − 4 sin2 𝜃 は く 離  圧 力  

(f) (g) (h) (i)  

{
𝜌

2
𝑈0

2(1 − 4 sin2 𝜃) + 𝑝0} ゼ ロ  ダ ラ ン ベ ー ル  粘 性  
 

 



【 問 ２ 】 流 体 の 圧 力 ， 密 度 と 高 さ の 関 係 に つ い て 次 の よ う に 考 え て み る ． (j)から (o)の 括 弧 に 入 る

適 切 な 式 も し く は 言 葉 を 記 せ （ ※ 空 欄 (m), (n), (o)は 数 式 ， そ れ 以 外 は 言 葉 で あ る ） ．  

非 圧 縮 の ナ ビ エ ・ ス ト ー ク ス 方 程 式 は ， 時 刻 tに お け る 流 体の 速 度 を u， [ (j) ]を p， [ (k) ]を

， 流 体 に働 く 体 積 力 を Fと す れ ば ，  

 
∂𝒖

∂𝑡
+ (𝒖 ⋅ 𝛁)𝒖 = −

1

ρ
𝛁𝑝 + 𝜈∇2𝒖 + 𝑭     (2-1) 

 

の よ う に 記 述 さ れ る ． こ こ で ， 式 (2-1)の 左 辺 は 慣 性 項 ， 右 辺 第 2項 は [ (l) ]項 を 表 し て い る ． 流 体

が 静 止 し て い る 場 合 ， 式 (2-1)で |u|=0と し て ，  

 

[        (m)        ]  =  0      (2-2) 

 

と な る ． 体 積 力 Fと し て 重 力 を 考 え ， 鉛 直 上 向 き に z軸 を と ると ， F=(0,0,−g)で あ る の で ， 式 (2-2)は  

 
∂p

∂z
= −ρg      (2-3) 

 

と な る ． こ こ で ， 圧 力 pは zの み 関 数 な の で ， 式 (2-3)の 偏 微分 は 常 微 分 で 置 き 換 え ら れ る ． 式 (2-3)

を zで 積 分 し ， さ らに zを hと 表 記 し 直 せ ば ，  

 

𝑝 = [         (n)        ]  + 𝑝0  （ た だ し ， p 0は 積 分 定 数 ）   (2-4) 

 

を 得 る ． こ の 関 係 式 (2-4)を 用 い て 、 次 の 示 差 マ ノ メ ー タ の 問 題 を 解 け ．  

図 の よ う に ， 点 Aと点 Bの 2点 間 の 圧 力 差 p A−p Bを ， 液 体 の 密 度 と マ ノ メ ー タ の 液 位 hを 用 い て 表 す と

式 (2-5)の よ う に なる ． た だ し ， 容 器 Aに封 入 さ れ た 液 体 の 密 度 を  A， 圧 力 を p Aと し ， 容 器 Bに 封 入 さ

れ た 液 体 の 密 度 を  B， 圧 力 を p Bと す る ．  

 

p A  - p B = [  (o)   ]  (2-5) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 解 答 欄 】  

(j) (k) (l) (m) (n) 

圧 力  動 粘 性 係 数  

（ ま た は 動 粘 度 ）  

粘 性  −𝛁p +  ρ𝑭 

（ も し く は ，

−
1

𝜌
𝛁𝑝 + 𝑭）  

−ρgh 

(o)     

−ρAgh1 + ρgh

+ ρBg(h2 − h) 

    

 

 

 



２０２６年度 一般入学試験（第２回）（数学）解答例
I 次の極限値を求めよ。(35点) ((1) 15点，(2) 20点)

(1) lim
x→0

1− ex
4

1− cos(x2)
(2) lim

x→∞

√
x2 + 3x−

√
x2 − 2x√

x2 − 3x−
√
x2 + 2x

（解答例）

(1) lim
x→0

1− ex
4

1− cos(x2)
= lim

x→0

{
−ex

4 − 1

x4
· (x2)2

1− cos(x2)

}
= −1 · 1

1
2

= −2

(2) (与式) = lim
x→∞

(
√
x2 + 3x−

√
x2 − 2x)(

√
x2 + 3x+

√
x2 − 2x)(

√
x2 − 3x+

√
x2 + 2x)

(
√
x2 − 3x−

√
x2 + 2x)(

√
x2 − 3x+

√
x2 + 2x)(

√
x2 + 3x+

√
x2 − 2x)

= lim
x→∞

{(x2 + 3x)− (x2 − 2x)}(
√
x2 − 3x+

√
x2 + 2x)

{(x2 − 3x)− (x2 + 2x)}(
√
x2 + 3x+

√
x2 − 2x)

= lim
x→∞

5x(
√
x2 − 3x+

√
x2 + 2x)

−5x(
√
x2 + 3x+

√
x2 − 2x)

= − lim
x→∞

√
x2 − 3x+

√
x2 + 2x√

x2 + 3x+
√
x2 − 2x

= − lim
x→∞

√
1− 3

x
+
√

1 + 2
x√

1 + 3
x
+
√

1− 2
x

= −
√
1 +

√
1√

1 +
√
1
= −1

II 　行列A =

 2 3 5

3 4 5

4 5 6

 について，次の問いに答えよ。(35点) ((1) 15点，(2) 20点)

(1)行列式 |A|の値を求めよ。 (2)逆行列A−1を求めよ。

（解答例）

(1) |A| =

∣∣∣∣∣∣∣
2 3 5

3 4 5

4 5 6

∣∣∣∣∣∣∣
(2 行)−(1 行)

============
(3 行)+(1 行)×(−2)

∣∣∣∣∣∣∣
2 3 5

1 1 0

0 −1 −4

∣∣∣∣∣∣∣
(1 行)−(2 行)×(−2)
============

∣∣∣∣∣∣∣
0 1 5

1 1 0

0 −1 −4

∣∣∣∣∣∣∣
= 1 · (−1) · 5− 1 · 1 · (−4) = −1

(2)掃き出し法で求める。 2 3 5 1 0 0

3 4 5 0 1 0

4 5 6 0 0 1

 (3 行)+(1 行)×(−2)−−−−−−−−−−−→
(1 行)−(2 行)

 −1 −1 0 1 −1 0

3 4 5 0 1 0

0 −1 −4 −2 0 1


(2 行)+(1 行)×3−−−−−−−−−→
(1 行)×(−1)

 1 1 0 −1 1 0

0 1 5 3 −2 0

0 −1 −4 −2 0 1

 (1 行)−(2 行)−−−−−−−→
(3 行)+(2 行)

 1 0 −5 −4 3 0

0 1 5 3 −2 0

0 0 1 1 −2 1


(2 行)+(3 行)×5−−−−−−−−−−−→

(1 行)+(3 行)×(−5)

 1 0 0 1 −7 5

0 1 0 −2 8 −5

0 0 1 1 −2 1


ゆえに A−1 =

 1 −7 5

−2 8 −5

1 −2 1

 である。

1
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（生産開発工学専攻）  

２０２６年度一般入学試験 (第２回 )試験問題  

 

 

＜電気電子工学系＞  

電気電子工学－１  

 

  問題番号  

 

 ５  

 

  受験番号  

 

【 １ 】配列 a[n]  (n=0 ,  1 ,  2 ,  … ,  N-1)の各要素に整数がランダムに格納されている．この時，単純交換ソート

（バブルソート） を用いて配列内の各要素を昇順に並べ替える．そのプログラムのフローチャートを記述せよ．  

 

 

  



【 ２ 】以下の問に答えよ  

（１）  空のキューに対して以下の操作を行ったとき， DEQ()で取 り出 される値を取り出 される順に示

せ（左詰めに該当する要素を記述すること） ．ただし， ENQ(n)をキューにデータ n の追加の操作と

し， DEQ()をキューからデータを取り出しとする．   

ENQ(6)  → DEQ()  → ENQ(2)  →ENQ(7)  → DEQ()  →DEQ()  → ENQ(3)  → DEQ()→ 

ENQ(1)  → ENQ(2)  → DEQ()   

6  2  7  3  1     

 

（２）  空のスタックに対して以下の操作を行ったとき，POP()で取り出される値を取り出さ

れる順に示せ（左詰めに該当する要素を記述すること）．ただし， PUSH(n)はスタックに

データ n をプッシュする操作とし， POP()をスタックからデータをポップする操作とす

る．  

PUSH(3)  → POP()  →PUSH(5)  →PUSH(2)  → PUSH(1)→POP()  → POP()  →PUSH(1)  

→ POP()  → PUSH(7)  

3  1  2  1      

 

【 ３ 】自然数 nに対して，次のとおり再帰的に定義される関数 f (n )を考える． f (5)の値を求めよ．   

 f (n ) :   i f  n≦ 1 then re turn  1  e lse  re turn  n+f(n -1)  

 

9 

 

【 ４ 】表は単方向リストを表している． “新大阪 ”がリ

ストの先頭であり，参照ポインタには次のデータの

アドレスが入っている．また， “博多 ”はリストの最後

である．アドレス150に置かれた “広島 ”を “岡山 ”と

“小倉 ”の間に挿入する．挿入後の各データの参

照ポインタを表中の「挿入後の参照ポインタ欄 」に

記入せよ  

 

 

 

【 ５ 】図に示す2分木がある．それに対して以下の問いに答えよ．  

 

 

 

（１）  前順 （行きがけ順 ）に走査を行った．節の値を出力

した結果 （走査した順の文字列 ）を示せ．  

g k a b c h i d e f j g k 

 

（ ２ ）  後順 （帰りがけ順 ）に走査を行った．節の値を出力した結果 （走査した順の文字列 ）を示せ．  

a h I c d b j f k g e a 

 

ア ド レ ス  デ ー タ  
参 照  

ポ イ ン タ  

挿 入 後 の 参 照 ポ

イ ン タ  

10 新 大 阪  90 90 

30 博 多  0 0 

50 小 倉  30 30 

90 岡 山  50 150 

150 広 島   50 
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２０２６年度一般入学試験 (第２回 )試験問題  

 

＜電気電子工学系＞  

電気電子工学－２  

 

  問題番号  

 

 ６  

 

  受験番号  

 

 

【 １ 】 図 1に 示 さ れた ブ リ ッ ジ 回 路 が 平 衡 状 態 に あ る ． そ の 時 ， Rx, Lx を

R 1～ R 3， C 1を 用 い て示 せ ．  

 

各枝の合成インピーダンスを計算する．  

11

1
1

1 RCj

R
Z

+
= ， 22 RZ = ， 33 RZ = ， xxx LjRZ +=  

 

平衡条件は対向する枝のインピーダンスの積が等しくなることであることから，  

32113211

32

11

1

321

)(
1

RRRCjRRRLjRR

RRLjR
RCj

R

ZZZZ

xx

xx

x






+=+

=+
+

=

 

が導かれる． この式の両辺の実部と虚部がそれぞれ等しいとすると，   

32111

321

RRRCRL

RRRR

x

x

=

=
 

を得る． よって．  

321

1

32

RRCL

R

RR
R

x

x

=

=
 

となる．  

 

 

【 ２ 】 図 2に 示 す よう に ， 実 効 値 Er [V]の 交 流 電 圧 源 と イ ン ピ ー ダ

ン ス Z 0=R 0+jX 0の 直列 回 路 に イ ン ピ ー ダ ン ス 可 変 の 負 荷 Z L=R L+jX Lが 接

続 さ れ た と き ， 負 荷 Z Lに 供 給 さ れ る 電 力 P Lが 最 大 と な る R Lと X Lの 条 件

を 求 め よ ．  

 

 

 

 

 

 

端子対 abから左側の回路は電圧源と内部インピーダンスと考えることが可能である． 000 jXRZ +=

（ 00 R ） とし， LLL jXRZ += とする． ただし， LR ， LX は可変とし， 0LR とする．  

この時 ，負荷に供給される電力 LP は LZ に流れる電流を I として，  

図 1 

図 2 

Er  



2

0

2

0

2

2

00

22

0

2

)()(

)(

LL

rL

LL

L

L

LLL

XXRR

ER

XXjRR

ER

ZZ

E
RIRP

+++
=

+++
=

+
==

 

となる． ただし， rE は電圧 Eの実効値である．  

上式において LP を最大にすることを考える． LX は分母のみに含まれ，
2

0 )( LXX + は 0XX L −= の時 ，最

小値 0をとるので， 0XX L −= とおく． さらに， LR が 0LR の範囲において，
2

0 )( L

L

RR

R

+
を最大にするには，

0RRL = とすればよい．すなわち，供給電力最大の条件は下記の通 りである．  

0RRL = ， 0XX L −=  

 

 

 



III 　次の定積分の値を求めよ。(40点) (小問各 20点)

(1)

∫ 1

0

1

ex + 1
dx (2)

∫ π
4

0

x

cos2 x
dx

（解答例）

(1) t = ex とおく。 dt = exdx, dx =
1

t
dt

x 0 −→ 1

t 1 −→ e
である。よって

(与式) =

∫ e

1

1

t+ 1
· 1
t
dt =

∫ e

1

(
1

t
− 1

t+ 1

)
dt

= [log |t| − log |t+ 1|]e1 = log e− log(e+ 1)− (log 1− log 2) = log
2e

e+ 1

(2) (与式) =

∫ π
4

0

x(tan x)′dx = [x tan x]
π
4
0 −

∫ π
4

0

tan xdx =
π

4
tan

π

4
−
∫ π

4

0

sin x

cos x
dx

=
π

4
+

∫ π
4

0

(cos x)′

cos x
dx =

π

4
+ [log | cos x|]

π
4
0 =

π

4
+
(
log
∣∣∣cos π

4

∣∣∣− log |cos 0|
)

=
π

4
+ log

1√
2
− log 1 =

π

4
− log

√
2 =

π

4
− log 2

2

IV 　行列A =

(
1 −2

3 6

)
について，次の問いに答えよ。(40点) (小問各 20点)

(1) Aの固有値と固有ベクトルを求めよ。
(2) P−1AP が対角行列となる正則行列 P を求め，Aを対角化せよ。

（解答例）
(1) |λE − A| =

∣∣∣∣∣ λ− 1 2

−3 λ− 6

∣∣∣∣∣ = (λ− 1)(λ− 6)− 2 · (−3) = λ2 − 7λ+ 12 = (λ− 3)(λ− 4)

である。よって，A の固有値は 3と 4である。
(i) 3の固有ベクトルを x =

(
x

y

)
とおく。Ax = 3x が成り立つ。成分で表すと，{

x− 2y = 3x

3x+ 6y = 3y
−→

{
−2x− 2y = 0

3x+ 3y = 0
−→ x+ y = 0

よって x = t とおくと，y = −t である。したがって 3の固有ベクトルは次のように表せる。(
t

−t

)
= t

(
1

−1

)
(t ̸= 0)

(ii) 4の固有ベクトルを x =

(
x

y

)
とおく。Ax = 4x が成り立つ。成分で表すと，{

x− 2y = 4x

3x+ 6y = 4y
−→

{
−3x− 2y = 0

3x+ 2y = 0
−→ 3x+ 2y = 0

よって x = 2t とおくと，y = −3t である。したがって 4の固有ベクトルは次のように表せる。(
2t

−3t

)
= t

(
2

−3

)
(t ̸= 0)

2



(2)(1)より，P =

(
1 2

−1 −3

)
とおく。|P | = 1 · (−3)− 2 · (−1) = −1 ̸= 0 より，

P は正則行列であり，P−1 =
1

−1

(
−3 −2

1 1

)
=

(
3 2

−1 −1

)
である。そして

P−1AP = P−1

(
1 −2

3 6

)(
1 2

−1 −3

)
=

(
3 2

−1 −1

)(
3 8

−3 −12

)
=

(
3 0

0 4

)
のように対角化できる。

3


